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豊川東部地区市民館の整備 三蔵子小学校の改修

　市では、毎年、皆さんの納めたお金が、どのように使われているの
かを知っていただくため、市の決算状況を公表しています。
　詳しいことは、財政課（89－2127）へ、お問い合わせください。
なお、市ホームページでもご覧いただけます。 　9845

特別会計 一般会計

企業会計

（単位 ： 万円）

（単位 ： 万円）

会計別 歳入 歳出

豊川西部土地区画整理事業 4 億 4325 1 億 1006

豊川駅東土地区画整理事業 13 億 3991  12 億 5070 

公 共 駐 車 場 事 業 1 億 5571 1 億 5557

国 民 健 康 保 険 154 億 3916 148 億 6443

後 期 高 齢 者 医 療 35 億 2076 35 億　259

土 地 取 得 8293 8147

一宮財産区管理事業   63   10

赤坂財産区管理事業   300   121

長沢財産区管理事業   413   169

萩 財 産 区 管 理 事 業   1060   585

合計 210 億　 　 8 199 億 7367

会計区分 収入 支出

水
道
事
業

収益的  37 億7189  32 億5979

資本的 2 億9422   18 億2008

小計 40 億6611  50 億 7987

下
水
道
事
業

収益的 43 億　　33 41 億5366

資本的  18 億4383 33 億1851

小計  61 億4416 74 億 7217

病
院
事
業

収益的 192 億7417 202 億 8672

資本的 10 億1050 19 億 1431

小計 202 億8467 222 億　103

合計 304 億9494 347 億 5307

令和6年度決算状況を
お知らせします

特集2

市税
（36.5％）
304億1972

民生費
（41.9％）
333億726

国庫支出金
（17.4％）
144億8197

地方交付税（10.4％）
87億520

市債
（4.3％）
35億4440

地方消費税
交付金

（5.7％）
47億7312

諸収入（4.0％）
33億2805

県支出金
（6.4％）
53億7246

繰越金
（5.6％）
46億9450 歳入

833億4749

歳出
794億8293

その他（9.7％）
80億2807

総務費
（15.4％）
122億2071

その他（4.6％）
36億6711

教育費
（9.6％）
76億625

内人件費
136億2721

障害者、高齢
者、児童に関
する福祉や生
活保護などの
社会保障

企画政策、文化振興、
交通安全、徴税、選挙など

学校、
社会教育、
スポーツ振興

公債費
（6.8％）
53億8059
市債の返済

（元金、利子）

土木費
（7.5％）
59億1690
道路、橋りょう、
河川、市営住宅、
都市計画など

商工費（2.9％）
23億3737
商工業振興、観光など

諸支出金（3.4％）
27億3392
公営企業への繰出、
普通財産の取得

衛生費
（7.9％）
63億1282
保健衛生、
清掃

個人市民税 103億5517  
法人市民税  17億6672
固定資産税 139億7528
軽自動車税  6億3016
市たばこ税 12億3933
入湯税 5005
都市計画税 24億  301

市税内訳

（単位 ： 万円）

ID



7 2025年12月  広報とよかわ

▪健全化判断比率
　健全化判断比率における実質赤字比率や連結実質赤字比率など4つの
指標のうち、確定値が1つでも早期健全化基準以上である場合には、早期
健全化が求められます。

財政の健全度

豊川市の家計簿

区分 実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

確定値 ー
（△ 6.98）

ー
（△ 26.43） △ 0.6 ー

（△ 88.0）
早期健全化基準 11.38 16.38 25.0 350.0

財政再生基準 20.00 30.00 35.0

（単位 ： ％）

（単位 ： ％）

※実質赤字額、連結実質赤字額および将来負担額がないため、「－」と表示しています
※（　）内は参考として黒字の比率を△表記しています。

特別会計などの
名称

豊川西部土地
区画整理事業

豊川駅東土地
区画整理事業 水道事業 下水道事業 病院事業

確定値 ー ー ー ー ー

経営健全化基準 20.0

※資金不足額がない会計は、「－」で表示しています。

　豊川市の財政状況を分かりやすくするために、令和 6 年度の市の一般会計決算額を市の人口 185,441 人
（令和 7 年３月 31 日現在の住民基本台帳人口）で割り、市民１人当たりの金額に換算して、家計で使う項目
に例えました。

　令和6年度決算に係る財政の健全度を表す健全化判断比率と、公営企業の経営健全度を表す資金不足比率
は下表のとおりです。いずれの値も基準を下回り、健全であることが分かります。

▪資金不足比率
　資金不足比率とは、事業ごとの資金の不足額が、料金収入などに対して
どの程度の比率になるかを示します。確定値が経営健全化基準以上であ
る場合には、早期健全化が求められます。

収入 支出

食費（人件費）
医療費（扶助費）
ローン返済（公債費）
自宅の増築（普通建設事業費・災害復旧費）
自宅の修繕（維持補修費）
光熱水費（物件費）
お祝い金、町内会費（補助費等）
証券投資（貸付金、投資及び出資金）
子どもへの仕送り（繰出金）
貯金（積立金）
来期に支払うお金（翌年度繰越すべき財源）
繰越金（実質収支額）

合計

7万3千円
11万4千円

2万9千円
4万9千円

7千円
5万9千円
5万7千円

5千円
1万7千円
1万8千円

5千円
1万6千円

44万9千円

給料（市税など）

親などからの援助（国・県支出金など）

ローンで賄っている額（市債）

合計

23万     円
  20万     円

1万9千円

44万9千円

　家計と市の財政では、お
金の使い方も規模も違う
ため単純に比べられない
ところもありますが、おお
よそこのようになります。

●◉実質赤字比率
　一般会計などの実質赤字の比率で
あり、これが発生している場合は、
単年度の収支均衡が図られていない
状態を示します。

●◉連結実質赤字比率
　全ての会計の実質赤字の比率であ
り、これが発生している場合は地方公
共団体全体として単年度の収支均衡が
図られていない状態を示します。

●◉実質公債費比率
　公債費および公債費に準じた経費
の比重を示す比率であり、公債費に
よる財政負担の程度を客観的に表し
ます。

●◉将来負担比率
　地方債残高の他、一般会計などが
将来負担すべき実質的な負債をとら
えた比率であり、これが高いほど地
方公共団体にとっての将来負担が多
いことを示します。

用 語 解 説
健全化判断比率の指標




